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1 まえがき
近年, 多様化する通信アプリケーションの需要から可
視光通信への注目が高まっている. 可視光通信では, マ
ルチユーザ環境での様々な接続方式が提案されているが,

ユーザ数が一定値を超えると他ユーザからの干渉信号
MAI（Multiple Access Interference）の影響が大きくな
り, BER特性が劣化してしまうという課題がある. MAI

の除去手法として,PIC(Parallel Interference Cancella-

tion)と SIC(Successive Interference Cancellation)が検
討されている [1]. PICは各ユーザごとに並列的に処理
を行うためユーザ数が増加しても処理遅延が発生しない
が精度が安定しない. SICは受信信号をユーザごとに分
離し, チャンネルの大きいものから逐次的に推定を行う
め各処理段階でMAIを最小にできるが, 遅延処理が発
生してしまう. 本研究では遅延処理を低減可能な方法と
して SICとPICの結合処理によるMAI除去方式を提案
する.
2 提案法
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図 1: 提案方式の構成
図 1に提案方式の構成を示す. 従来法では, PIC, SIC

共にそれぞれ単体での反復処理を行うことで精度を向上
させており, 前節に既述したようなそれぞれの問題点が
生じてしまう. しかし, 反復処理をせず, PIC処理と SIC

処理をそれぞれ 1回行った場合の BER特性とでは大き
な差は見られない [1]. よって, これら 2つを組み合わせ
て反復を行っていく. 今回は 1回目の反復を行う際には
MAIを最小にするために SICを用い, 2回目の反復では
遅延処理をより小さくするためにPICを用いる. PICよ
り精度の高い SICで 2回の処理を行うことにより, MAI

を抑圧した上で最後に PIC処理を行うことにより処理
遅延の改善が期待される. そして今回は SIC単体を反復
させた場合と比較し, BER特性の比較と処理遅延の改善

を検討していく.

3 シュミレーション結果
シミュレーション諸元として変調方式はQPSK, サブ
キャリア数 64, データ長 16, マルチパス数 15, ガードイ
ンターバル 16, 伝送速度 20[Mbps/s], ユーザ数 4でのシ
ミュレーションによる BER特性を図 3に示す.
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図 2: BER特性比較
図 2より, 従来法である単体で SICのみを 2回反復さ
せた場合の BER特性と今回の提案法である 1回目の反
復に SIC, 2回目の反復にPICを適用させた場合のBER

特性はほぼ同等の特性を示した. これは SIC, PICとも
に 1回の処理では大きな差がみられず, 反復回数が等し
く, その中でも SICを 2回適用しているためにこのよう
な結果になった. また, 図 1より, 2回目の反復の際に
PICを適用しているため, 各ユーザごとに並列的に処理
を行っており, SICと比べて処理遅延が改善されたとい
える.
4 まとめ
本稿では, 遅延処理を低減可能な方法として SIC と

PICの結合処理によるMAI除去方式の提案を行い, PIC

と SICを組み合わせて反復処理を行う場合の BER特性
と SIC単体での反復処理を行う場合の BER特性の比較
を行った. その結果, 処理遅延を軽減させた上で, 同等の
BER特性を示すことができた.
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